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４
月
９
日（
月
）
新
任
式
・
始
業
式
・
入
学
式

　
　
11
日（
水
）〜
12
日（
木
）

　
　
　
　
　
　
　

１
年
次
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　
13
日（
金
）
対
面
式
・
部
紹
介
・
避
難
集
合
訓
練

　
　
22
日（
日
）　
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
・
科
目
選
択
説
明
会

　
　
23
日（
月
）　
振
替
休
業
日
（
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
）

　
　
27
日（
金
）　
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
報
告
会

５
月
12
日（
土
）〜
13
日（
日
）
支
部
総
体

　
　
14
日（
月
）　
振
替
休
業
日
（
支
部
総
体
）

　
　
15
日（
火
）〜
28
日（
月
）
面
談
週
間

６
月
１
日（
金
）
衣
替
え

　
　
２
日（
土
）〜
４
日（
月
）
県
総
体

　
　
５
日（
火
）
振
替
休
業
日
（
県
総
体
）

　
　
８
日（
金
）　
防
災
避
難
訓
練

　
　
15
日（
金
）〜
20
日（
水
）
前
期
中
間
考
査

　
　
23
日（
土
）〜
24
日（
日
）
支
部
総
合
文
化
祭

７
月
13
日（
金
）
球
技
大
会

　
　
23
日（
月
）
全
校
集
会

　
　
24
日（
火
）〜
８
月
20
日（
月
）
夏
季
休
業

　
　
29
日（
日
）
学
校
説
明
会

　
　
30
日（
月
）
振
替
休
日
（
学
校
説
明
会
）

８
月
４
日（
土
）
同
窓
会
総
会

　
　
21
日（
火
）
全
校
集
会

　
　
31
日（
金
）
迫
桜
祭
校
内
発
表

９
月
１
日（
土
）
迫
桜
祭
一
般
公
開

９
月
３
日（
月
）
振
替
休
業
日
（
迫
桜
祭
）

　
　
25
日（
火
）〜
28
日（
金
）
前
期
末
考
査

　
　
28
日（
金
）
前
期
終
業

　
い
つ
も
会
報
を
ご
愛
読
い
た
だ

き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
会
報
発
行
に
あ
た
り
、
寄
稿

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
は

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
も
迫
桜
生
の
素
晴
ら
し
い

活
躍
や
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
様
子
、

多
方
面
か
ら
支
え
て
下
さ
い
ま
す

地
域
の
皆
様
方
の
声
を
会
報
を
通

じ
お
届
け
し
て
参
り
ま
す
の
で
、

今
ま
で
同
様
広
報
委
員
会
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
次
第
に
寒
さ
も
和
ら
い
で
く
る

こ
の
頃
で
す
が
、
ご
自
愛
の
ほ
ど

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
広
報
委
員
会
一
同

宮城県迫桜高等学校ＰＴＡ会報宮城県迫桜高等学校ＰＴＡ会報

　私は、昨年１１月に行われた「全日
本中国語スピーチコンテスト」に参加
してきました。このコンテストに参加
した理由は、学校の授業で学んだこと
がどのくらい通用して、自分の実力が
どの程度なのかを試してみたいと考え
たからです。
　中国語の授業は普段から話すことを中心として、発音や声調
記号に気を付けるようにと、先生から指導を受けています。一
人ずつ文章を読み上げ、アクセント等の間違いを訂正してもら
い、正しい発音に近づけられるように練習を繰り返しています。
さらに、先生の音声を録音させてもらい、それをもとに何度も
繰り返し個人練習をしました。このような練習を行っていたか
らこそ、コンテスト当日には発音や抑揚を意識しながら発表す
ることができました。その結果、高校生朗読の部で第２位とい
う成績を残すことができました。私が参加した朗読部門には質
疑応答はありませんでしたが、スピーチ部門の発表を行った
方々は、審査員からの中国語での質問にスムーズに答えていま
した。その様子を見ていて、私も中国語で自分自身の考えを述
べたり、質問に答えたりをしたいと思いました。
　今回のコンテストでは惜しくも１位を逃してしまいましたが、
今後は高校で学んできた中国語を大学でも継続して学びたいと
考えています。このスピーチコンテストは大学生の部もあるの
で、まずはそれを目標にコツコツと勉強をし、最終的には日常
会話がスムーズにできるように頑張りたいと思います。
　最後になりますが、迫桜には中国語がカリキュラムにあるの
で、この機会をぜひ利用して中国語を積極的に学んでみてくだ
　さい。

編
集
後
記

編
集
後
記

10月7日 運動会

　今年度、私は東北高等学校新人陸上競技選
手権大会男子やり投げの宮城県代表として参
加しました。
　初めての出場だったのですが、県新人を大
会新記録で優勝することができたため、リラ
ックスして臨むことができました。昨年度は
あと一歩及ばず東北大会への出場ができませ
んでした。その悔しさをバネに、より深くや
り投げに関わるようになりました。トップレ
ベルの選手が出ている試合を見に行き、積極
的にアドバイスを頂いたり、体重増加に伴う
筋肉トレーニングをはじめ、以前よりも沢山
のメニューに取り組むようになりました。県
大会での大会新記録での優勝は、それまでの
トレーニングの成果が結果に出たと感じ、自
信につながりました。そのおかげで東北新人
では、緊張感や雰囲気に負けず、６投ある中
の４投目の記録で優勝することができました。
　これから行なわれるインターハイ、国体、
ユー20選手権へ参加し、上位入賞すること、
また、卒業までに宮城県高校記録の 68ｍを
超えることが今の目標です。この目標も達成
てせきるように、日々のトレーニングに励み
たいと思います。

卒業おめでとう卒業おめでとう
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高校生朗読の部第２位
３の２　菅原このみ

中国語
スピーチ
コンテスト

中国語
スピーチ
コンテスト



　
草
木
が
芽
吹
き
、
春
色
の
な
ご
や

か
な
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
卒
業
生

の
皆
さ
ん
、
ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
そ
し
て
今
日
と
い
う
日

を
迎
え
ら
れ
た
保
護
者
の
皆
様
、
心

よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
三
年
前
、
満
開
の
桜
の
下
、
新
生

活
へ
の
期
待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
な
が

ら
緊
張
を
隠
し
き
れ
ず
入
学
式
を
迎

え
た
日
が
、
つ
い
昨
日
の
こ
と
の
よ

う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。
時
の
流
れ
は

本
当
に
あ
っ
と
い
う
間
で
す
ね
。

　
卒
業
生
の
皆
さ
ん
は
こ
の
三
年
間

ど
う
だ
っ
た
で
し
ょ
う
？
楽
し
い
事
、

苦
し
い
事
、
悩
ん
だ
事
な
ど
た
く
さ

ん
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
道
に
進
む
皆

さ
ん
は
、
期
待
や
不
安
が
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
迫
桜
高
校
で
学
ん
だ

色
々
な
事
や
大
切
な
友
人
達
が
こ
の

先
も
き
っ
と
皆
さ
ん
の
助
け
に
な
っ

て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
三
年
間
で
学
ん
だ
事
を
糧
に
、

何
事
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
笑
顔
を

忘
れ
ず
、
た
く
さ
ん
の
事
を
楽
し
み

な
が
ら
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
乗
り
越

え
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
三
年
間
お
世
話
に
な
っ
た
先
生
方

に
感
謝
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

今
後
の
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
活
躍
を

お
祈
り
し
て
い
ま
す
。

 

三
年
間
の
高
校
生
活
は
い
か
が
で

し
た
か
？
長
い
人
生
の
中
で
高
校
の

三
年
間
は
素
晴
ら
し
い
も
の
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
迫
桜
高
校
で
は
選
択

制
の
総
合
学
科
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
高
校
を
卒
業
し
て
進
学
す
る
人

　
高
校
を
卒
業
し
て
就
職
す
る
人

こ
れ
か
ら
先
に
は
色
々
な
こ
と
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
迫
桜
高
校
を
卒
業
す
る
に
あ

た
り
、
三
年
間
で
学
ん
だ
こ
と
糧
に

こ
れ
か
ら
の
人
生
も
素
晴
ら
し
い
も

の
に
し
て
い
っ
て
下
さ
い
。

　
そ
し
て
お
世
話
に
な
っ
た
先
生
方
。

色
々
な
事
を
指
導
し
て
く
れ
た
保
護

者
の
皆
様
。
何
よ
り
大
切
な
仲
間
た

ち
。
一
緒
に
学
ん
だ
同
級
生
。
す
べ

て
の
ヒ
ト
に
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ

ず
に
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
も
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
。

　
ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

三
年
間
の
高
校
生
活
ご
苦
労
様
で
し

た
。

　
こ
の
度
卒
業
さ
れ
る
皆
さ
ん
、
誠

に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、

陰
日
向
に
な
り
な
が
ら
も
応
援
し
続

け
た
保
護
者
の
皆
様
に
は
、
こ
の
晴

れ
の
門
出
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
に
、

心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
卒
業
生
の
皆
様
へ

　
こ
の
門
を
出
れ
ば
、
社
会
人
や
学

生
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
自
分

色
の
旗
を
自
分
自
身
で
振
っ
て
、
社

会
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
中
で
、
楽
し
い

こ
と
の
他
に
、
ど
う
し
て
も
物
事
が

上
手
く
い
か
な
い
こ
と
が
多
々
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
、
自
分
の
ス
キ
ル
や
、

他
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

不
足
だ
っ
た
り
す
る
の
が
原
因
で
す
。

実
は
、
今
ま
で
の
学
校
生
活
よ
り
も
、

社
会
に
出
て
か
ら
の
方
が
日
々
勉
強

づ
く
し
で
、
人
と
の
ふ
れ
あ
い
が
と

て
も
大
事
と
な
り
、
時
間
が
か
か
る

も
の
な
の
で
す
。
か
の
有
名
な
ア
ニ

メ
映
画
の
巨
匠
は
、
「
大
事
な
こ
と

は
、
た
い
て
い
面
倒
く
さ
い
。」と
、

話
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
面
倒
く

さ
い
と
思
い
な
が
ら
も
、
お
ろ
そ
か

に
せ
ず
や
り
続
け
た
か
ら
こ
そ
、
こ

れ
ま
で
に
何
本
も
人
々
に
感
動
を
与

え
て
き
た
作
品
が
作
れ
た
の
だ
と
思

い
ま
す
。（
現
に
皆
さ
ん
も
小
さ
い
頃

か
ら
何
十
回
？
と
目
に
し
て
き
た
こ

と
が
物
語
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。）

　
こ
れ
か
ら
、
迫
桜
で
の
学
校
生
活

や
専
門
科
目
で
の
基
礎
が
、
と
て
も

役
に
立
つ
場
面
が
く
る
と
思
い
ま
す
。

大
な
り
小
な
り
の
壁
も
、
止
ま
ら
ず
、

考
え
、
動
き
続
け
る
こ
と
で
、
そ
の

学
ん
だ
経
験
が
〝
ヒ
ラ
メ
キ
〞
に
変

わ
り
、
進
む
こ
と
が
出
来
る
は
ず
で

す
。

　
失
敗
を
恐
れ
ず
に
ど
ん
ど
ん
色
ん

な
こ
と
に
挑
戦
し
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
小
さ
い
成
功
か
ら
ど
ん
ど

ん
積
み
重
ね
て
行
き
ま
し
ょ
う
。
あ

な
た
の
新
た
な
第
一
歩
を
み
ん
な
で

応
援
し
て
い
ま
す
。
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
。
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こ
の
度
、
御
卒
業
さ
れ
る
皆
さ
ん
、

　
　
　
　
　
　
　
卒
業
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ま
た
、
保
護
者
な
ら
び
に
御
家
族
皆
様
に
心
よ
り
お

祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。
格
別
な
思
い
で
本
日
を
迎
え
て

い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
三
年
前
、
夢
と
希
望
に
満
ち
溢
れ
て
迫
桜
高
校
の
門

を
く
ぐ
っ
た
時
の
こ
と
が
、
つ
い
こ
の
間
の
様
に
思
い

出
さ
れ
ま
す
。
卒
業
生
の
皆
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
お
父

さ
ん
お
母
さ
ん
、
家
族
そ
れ
か
ら
地
域
の
方
々
か
ら
見

守
ら
れ
て
き
た
生
活
か
ら
少
し
ず
つ
社
会
へ
と
出
て
行

く
わ
け
で
す
が
、
喜
び
の
反
面
不
安
も
多
い
か
と
思
い

ま
す
。
就
職
す
る
友
人
、
進
学
す
る
友
人
と
分
か
れ
て

行
き
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
道
は
違
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん

の
心
の
中
に
は
、
三
年
間
共
に
し
た
友
と
の
固
い
絆
が

あ
る
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
自
分
が
決
め
た
目
標
に
向

か
っ
て
進
ん
で
い
く
中
で
辛
い
こ
と
や
寂
し
い
こ
と
挫

け
そ
う
に
な
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
時
は
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
の
あ
の
顔
、
三
年
間
過
ご

し
た
あ
の
頃
を
思
い
出
し
て
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
元
気

に
な
る
は
ず
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
失
敗
し
た
時
の
こ
と

を
考
え
尻
ご
み
を
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
そ
の
時
思
っ

た
こ
と
考
え
た
こ
と
、
失
敗
を
恐
れ
ず
進
ん
で
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
は
若
い
、
無
限
の
可
能

性
を
だ
れ
も
が
持
っ
て
い
ま
す
。
三
年
間
育
ん
だ
経
験

を
武
器
に
頑
張
り
過
ぎ
な
い
様
頑
張
っ
て
み
て
く
だ
さ

い
。
失
敗
こ
そ
勝
利
へ
の
第
一
歩
だ
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
今
日
か
ら
新
た
な
生
活
が
始
ま
る
わ
け
で

す
が
、
ど
う
か
健
康
第
一
に
考
え
、
こ
れ
ま
で
育
て
て

い
た
だ
い
た
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
、
そ
し
て
家
族
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
も
忘
れ
な
い
で
い
つ
ま
で
も
元
気
で
お

過
ご
し
く
だ
さ
い
。

失
敗
こ
そ
勝
利
へ
の
第
一
歩

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

　
　
佐

　藤

　浩

　市

校
　
長

　
　
牛

　来

　生

　人

『
自 

発 

創 

造
』
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◆ ◆

　
　
　
　
　
　
　
　
迫
桜
高
校
十
七
回
生
の
卒
業
に
あ

　
　
　
　
　
　
　
た
り
、
卒
業
生
の
前
途
を
祝
す
と
と

も
に
、
保
護
者
の
皆
様
方
に
心
よ
り
お
祝
い
を
申
し
上

げ
ま
す
。
三
年
間
の
高
校
生
活
を
終
え
、
進
学
・
就
職
、

そ
れ
ぞ
れ
の
道
に
進
み
、
新
た
な
社
会
の
担
い
手
と
し

て
の
第
一
歩
を
踏
み
出
そ
う
と
す
る
皆
さ
ん
に
対
し
、

期
待
と
激
励
を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
、
こ
の
紙
面
を
お
借
り
し
、
卒
業
生
や
在
校
生

の
皆
さ
ん
へ
向
け
て
『
自
発
創
造
』
と
い
う
言
葉
を
あ

ら
た
め
て
紹
介
し
ま
す
。

　
こ
れ
は
本
校
の
前
身
の
一
つ
で
あ
る
若
柳
高
校
の
第

四
代
校
長
の
森
島
盛
留
先
生
が
昭
和
二
十
五
年
に
お
書

き
に
な
っ
た
中
に
見
え
る
言
葉
で
、
共
学
化
し
て
間
も

な
い
頃
、
教
育
方
針
に
加
え
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
今
、
世
間
に
は
様
々
な
情
報
が
行
き
交
っ
て
い
ま
す
。

多
く
の
視
点
、
多
様
な
考
え
方
を
学
ぶ
こ
と
は
必
要
で

は
あ
り
ま
す
が
、
行
動
を
選
択
し
世
の
中
に
働
き
か
け

る
主
体
は
、
い
か
な
る
場
合
で
も
自
分
自
身
で
す
。
確

固
た
る
信
念
と
誠
意
を
持
ち
、
社
会
を
よ
く
す
る
た
め
、

人
々
の
幸
せ
の
た
め
に
自
分
が
や
れ
る
こ
と
・
や
り
た

い
こ
と
は
何
な
の
か
を
、
建
設
的
に
考
え
、
実
行
す
る

こ
と
が
世
の
中
を
改
善
し
変
え
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま

す
。
『
自
発
創
造
』
は
そ
の
こ
と
を
端
的
に
、
力
強
く

語
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
精
神
は
、
現
在
の
私
達
に
も
引
き
継
が
れ
る
べ

き
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
自
発
で
あ
り
創
造
的
で
あ
る

こ
と
。
主
体
性
を
持
ち
、
前
向
き
で
建
設
的
な
視
野
を

持
つ
こ
と
が
こ
れ
か
ら
先
、
大
い
に
求
め
ら
れ
て
い
く

で
し
ょ
う
。
人
生
の
岐
路
に
立
つ
と
き
、
『
自
発
創

造
』
の
心
で
自
ら
の
道
を
開
拓
し
て
欲
し
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。
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三
年
次
委
員
長

　
　
菊
地

　美
穂

旅
立
ち
を
迎
え
て

二
年
次
委
員
長

　
　
佐
々
木
哲
也

卒
業
さ
れ
る
み
な
さ
ん
へ

一
年
次
委
員
長

　
　
伊
藤

　正
美

大
事
な
こ
と
は…

軌　　跡軌　　跡軌　　跡

いろんなことがありました
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栗原市高等学校・警察署合同巡回

健全育成委員　渡　邉　　　弘
巡回指導に思うこと

迫桜高校ＰＴＡ事務局　髙　橋　　　朋
指導者研修会に参加して

12
22

12
22

高Ｐ連仙北支部指導者研修会

　11月10日（金）、登米町遠山之里を会場に仙北
支部指導者研修会が開催されました。迫桜高校か
らは、佐藤ＰＴＡ会長、今野総務部長を含めＰＴ
Ａ役員・事務局員の計６名が出席しました。高Ｐ
連仙北支部長の菅野忠美様（登米高ＰＴＡ会長）
の挨拶に始まった開会行事の後、事例研究として、
佐藤ＰＴＡ会長による迫桜高校ＰＴＡの活動発表
が行われました。発表後の質疑応答では、各高Ｐ
ＴＡから様々な質問や感想をいただき、迫桜高校
ＰＴＡの活動が、関心を持たれる程先進的且つ活
発な活動であることを再確認できました。
　次に移動研修では会場を離れ、仙台大学客員教
授である伊達宗弘氏（登米伊達家第16代当主）
から、覚乗寺を案内していただきました。登米伊
達家の廟所である覚乗寺高台院霊屋は宮城県重要
文化財であり、その中に入り登米伊達家について

説明を受けたことは、大変貴重な経験となりまし
た。続いて登米懐古館も見学し、地域のことにつ
いて、また一つ学ぶことができました。

　去る12月22日若柳警察署、迫桜高校及び保護
者による合同巡回が行われました。
　巡回場所は町内のパチンコ店や石越駅がある東
方面と、高校近くで商業施設などがある西方面の
２班に分れて行いました。
　私は高校近くの商業施設が集中する西方面を担
当し、生徒の行動や商業施設の方から直接お話を

伺うことができました。
　最近は寄り道する生徒も少なく、当日も親子で
買い物する姿を見ることができましたが、大多数
の生徒は早々に帰ってしまった様で指導を受ける
ような生徒はいませんでした。お店の方にお話を
伺うと、ほとんどの生徒は問題ないが一部生徒で
トイレの使用マナーが悪かったり、商品を壊して
しまう場合がある等、少し迷惑をかけている生徒
も少なからずいるようです。学生だからといって
ルール・マナーに反する行動は許されるものでは
ありません。心当たりのある人は反省しましょう。
　東方面を巡回したチームの報告では石越駅やパ
チンコ店なども生徒はおらず、全く問題ないとの
ことでした。
　最近はＳＮＳが発達したため顔を合わせて話す
必要が無いようで、屯している生徒を見かけませ
ん。コミニュケーションの深さは我々親の年代よ
りも深くなっているのかもしれませんが、相手の
表情を読んだり間を計ったりする訓練が不足して
いるのではないかと心配になります。不足してい
る分は家庭内で……補完してあげましょう。

進路指導部　千　葉　朋　彦
ＰＴＡ進路ガイダンスについて

親子進路ガイダンス10
21

10
21

迫桜高校ＰＴＡ事務局　斎　藤　陽　介
フェスティバルに参加して

　１０月２１日、全年次の生徒・保護者を対象に、
ＰＴＡ進路ガイダンスが開催されました。当日は
進路別・年次別に分かれ、分科会形式で行いまし
た。進学希望者対象の分科会だけでなく、公務員
職業理解や就職希望者対象の職業説明会など、
様々な分野に保護者の皆様のご参加をいただきま
した。ご家庭で卒業後の話をする際の話題提供の
場として、ご活用いただけたものと思います。
　「進学」の分野では、大学・短大・専門学校・
看護学校など多くの学校関係者が来校し、アリー
ナを会場として説明会が行われました。各自が現
在志望している進路先だけでなく、同種の学校に
も出向いて話を聞くなど、熱心に説明を聞く姿が
見られました。
　「就職」の分野では、就職の現状についての講
演、そして面接指導や筆記試験対策など、実践的
な指導が行われました。
　「公務員」の分野では、警察・消防・自衛隊・
県職員の方々から直接説明を聞き、かなり具体的
な質問をしていたのが印象的でした。
　ほぼ進路が決定した３年次に対しては、ビジネ

スマナー講習や年金セミナーなど、将来を見据え
たガイダンスを行いました。
　生徒たちが希望を叶えるためには、ご家庭での
話し合いとご協力が必要です。そのためにも、こ
のような機会を積極的に
利用していただきたい
と思います。
　　　

みやぎ高校フェスティバル2017

11
10

11
10

10
10

10
10

後期の後期の 活動活動ＰＴＡＰＴＡ
　10月10日清々しい秋晴れの下、｢今こそＰＴＡ
の底力を先行き不透明な時代を生きる子どもたち
を支えるＰＴＡ活動｣をキャッチフレーズにみや
ぎ高校ＰＴＡフェスティバル２０１７が楽楽楽
ホールにて開催されました。
　午前の講演では元仙台大志高等学校ＰＴＡ会長
の岡本浩行様より｢８年間の会長生活を振り返っ
て｣という演題で、講演していただきました。
　岡本様は2014年８月から毎週２、３回のペー
スで校門前に立ち、登校してくる生徒一人ひとり
に朝の挨拶を行っているそうです。｢勝手にあい
さつ運動プロジェクト」と名付けられたこの活動
はもうじき300回に達するということでした。あ
いさつを通して学校・ＰＴＡ・地域の間に信頼関
係が生まれ、コミュニケーションを大切にしてい
る姿、継続することの大切さが印象的でした。

　午後は各支部からの報告がおこなわれ、広報紙
に力を入れる学校、防災に力を入れる学校、同窓
会と連携し行事を企画する学校など多くの発表が
ありました。
共通して学
校と地域の
連携の大切
さを報告し
ていました。
　研修で学
んだことを
少しでも本
校ＰＴＡ活
動に還元し
たいと思っ
ております。



担任の先生から卒業生へ
　　　　　　　そして卒業生から
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卒
業
お
め
で
と
う
。

　「
や
っ
と
卒
業
。」「
も
う
卒
業
。」
感
じ
方
は
ひ
と
り
ひ
と
り
違
う
は
ず
。

新
し
い
生
活
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。
自
分
の
世
界
を
大
き
く
広
げ
、
豊
か
に

す
る
た
め
色
々
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
く
だ
さ
い
。
応
援
し
て
い
ま
す
。

副
担
任

　髙

　橋

　恵

　理

贈贈 るる 言言 葉葉

三
年
次
主
任

　
　髙
橋

　博
文

　

　
卒
業
生
の
み
な
さ
ん
、
保
護
者
の
皆
様
、
卒
業

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
、
こ
の
迫
桜
高
校
で
の
三

年
間
は
ど
う
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
？
「
楽
し
い
思

い
出
し
か
あ
り
ま
せ
ん
」「
つ
ま
ら
な
か
っ
た
」

等
々
、
色
々
な
思
い
が
浮
か
ん
で
く
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
そ
ん
な
善
き
に
つ
け
悪
し
き
に

つ
け
思
い
出
の
多
か
っ
た
高
校
生
活
。
今
後
は
そ

れ
ぞ
れ
進
む
道
は
違
っ
て
も
、
苦
楽
を
共
に
し
た

高
校
、
そ
し
て
何
よ
り
一
生
涯
の
友
に
な
る
で
あ

ろ
う
友
人
の
こ
と
は
、
決
し
て
忘
れ
る
こ
と
は
な

い
で
し
ょ
う
。

　
四
月
か
ら
は
、
今
ま
で
と
は
全
く
環
境
の
異

な
っ
た
生
活
を
送
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
す
ぐ
に

そ
の
環
境
に
慣
れ
れ
ば
問
題
あ
り
ま
せ
ん
が
、
も

し
「
し
ん
ど
い
」
等
と
少
し
で
も
頭
の
片
隅
に
浮

か
ん
だ
ら
、
高
校
時
代
の
友
人
に
相
談
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。
き
っ
と
良
い
ア
ド
バ
イ
ス
が
も
ら
え

る
は
ず
で
す
。
な
ん
せ
、
思
春
期
の
三
年
間
を
一

緒
に
過
ご
し
た
仲
な
の
で
す
か
ら
。

　「
人
は
一
人
で
は
生
き
て
い
け
な
い
」
と
、
聞

い
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
今
後
も
高
校

時
代
の
友
人
を
大
切
に
し
、
さ
ら
に
新
し
い
環
境

で
友
人
と
呼
べ
る
人
を
早
く
見
つ
け
、
た
く
ま
し

く
、
そ
し
て
し
な
や
か
に
歩
ん
で
い
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。
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　「卒
業
お
め
で
と
う
」

　私たち３年１組は真面目な時は真面目に、楽しむ時は楽しむクラスです!球技大会
では、一人一人が全力で取り組み２位という結果を残しました。迫桜祭や運動会など
でも、みんなで協力し合い、団結し、楽しく行事に参加することができました。１年
間とても楽しかったです。春からは、それぞれの進路でがんばりたいです。ありがと
うございました!　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さ  や

　３組は、いつも元気いっぱいで個性豊なメンバーが集まって
いるクラスです。文化祭では「桃太郎 －THE  MOVIE－」を
みんなで一致団結して取り組み、見事最優秀賞を取ることがで
きました!高校最後のクラスが３組で本当に楽しかったです!
ありがとうございました‼　　　　　　みずき・あやね

　「我事において後悔せず」
　剣豪 宮本武蔵の言葉です。自分の道を自分で切り開くため、自分が
行ってきたことや自分がこれから行おうとすることに対して、結果が
失敗であっても全てを受け入れることが大事だと思います。失敗を恐
れずに一歩を踏み出す勇気を持ちましょう!

担任　志羽久　正　憲
担任　熱　海　美　穂

　卒業おめでとう。この１年、君たちの優しさ、労りの気持ちに甘え
させていただきました。たくさんの思い出をありがとう。充実した１
年をありがとう。
　私は「誠実」と「努力」という言葉が好きです。どんなときでも誠
実に努力を続けなさい。きっといい風が吹いてくる。

　「過去には感謝を、現在には信頼を、未来には希望を。」
　ドイツ人哲学者 オットー・ボルノーの言葉です。卒業に向
けて、これまで支えてくれたすべての人に感謝して、今の自
分に関わる人たちを信頼し、また、信頼されるような人になっ
て下さい。これから先の人生困難なことがあると思います。
その時は、未来に希望を持って乗り越えてください。

副担任　加　藤　幸　禎

1組1組3組3組

　卒業おめでとう…と、当日笑顔で言えたらいいけど（笑）
　生徒は毎年全員が特別だと思って教師をしているけども、みんなに
はどうしても感慨深い想いがある。宮城県ではじめて担任をしたクラ
スの生徒だからね。明るくて一生懸命で、優しくて思いやりのあるみ
んなのクラス担任をできて幸せでした。毎日SHRで顔を合わせるのが
楽しみだったから、笑顔で卒業おめでとうと言えるか自信はないけど、
みんなが新しい世界で活躍できるという確信はある。また会おう！

担任　齋　藤　大　士

2組2組

　２組はとても平和なクラスで過ごしやすかった
です。文化祭でのよさこいは大変でしたが、みん
なで練習をしひとつの作品を作り上げることがで
きました‼　１年間あっというまでしたが楽し
かったです!　　　　　　　　　　　　友哉

　迫桜高校で学んだこと、経験したこと、感じたこと、考え
たことを、君たちのこれからに生かしてください。そして、
友人を大切にして、未来を輝かしいものにしてください。
　君たちの大きな飛躍を願っています。卒業おめでとう!

副担任　山　崎　芳　裕



（８）平成30年３月１日発行（９） 平成30年３月１日発行

進路指導部からの報告進路指導部からの報告
　現在決定している３年次の進路決定状況は以下の通りになります。
　わたしたちを取り巻く環境は「売り手市場」と言われているとおり、求職者に対しての求人数が昨年より
も多いことが特徴としてあげられます。その一因として、築館・若柳インター付近に新たな工業団地が造成
されており、自動車関連の企業が進出していることもあると考えられます。また、介護職員の不足から介護
士の求人がとても多い印象を受けました。そのため、現在までに54名が内定を頂いており、内定率は96％と
高いものになっております。公務員希望者も16名と例年通りでしたが、内定者は５名となりました。１次試
験で通っても、２次試験で惜しくも涙をのむというケースもあり合格の壁を改めて感じました。合格を手に
した生徒は、進路指導部で昼休みに行っている適性試験の練習に毎日通ったり外部の無料講習を積極的に受
けるなどの努力が実ったものと考えております。
　進学希望の生徒たちは、AOや推薦入試などのチャンスを利用して多くの生徒が早期の合格を手にしてい
ます。また、現在は看護学校や大学を一般受験する生徒が全国の受験生と戦っているところです。これまで
課外や外部模試を受験して傾向を把握してきたことを自信につなげ、存分に持てる力を発揮して欲しいと考
えています。
　２年次の皆さんには、「３年次の０学期」が勝負時であることを早めに自覚して、自分の進路について逃
げずに向き合って欲しいと思います。まずは、家庭でじっくり進路について話合いをすること。早めに動く
姿勢が大切です。努力は必ず実るとは限らないけれど、成功している生徒はみんな努力しています。一緒に
頑張りましょう。

　　　　　　　
①　四年制大学
　　　　　　　青森公立大学，岩手保健医療大学，石巻専修大学⑶，，尚絅学院大学⑵，仙台大学，東北学院大学⑶，
　　　　　　　東北工業大学⑷，東北福祉大学，宮城学院女子大学，東京国際大学⑵，明海大学，帝京科学大学
②　短期大学　聖和学園短期大学⑹，仙台青葉学院短期大学⑹，宮城誠真短期大学，修紅短期大学⑸，
　　　　　　　福島学院大学短期大学部 
③　大 学 校・看護学校 （のべ合格）
　　　　　　　宮城県農業大学校⑵，東北職業能力開発大学校⑷，赤門自動車整備大学校，日産横浜自動車大学校，
　　　　　　　花壇自動車大学校
　　　　　　　岩手県立一関高等看護学院，岩手県立宮古高等看護学院，花巻高等看護専門学校，
　　　　　　　水沢学苑看護専門学校⑷，石巻赤十字看護専門学校，気仙沼市立病院付属看護専門学校⑵，
　　　　　　　葵会仙台看護専門学校，東京医科大学霞ヶ浦看護専門学校，一般社団法人南埼玉郡市医師会久喜看護専門
　　　　　　　学校，国際ティビィシィ小山看護専門学校，［一関市医師会付属一関准看護高等専修学校］⑵
　　　　　　　［大崎市医師会付属准看護学校］
④　専門学校　東北ヘアモード学院，SENDAI中央理容美容専門学校，仙台医健専門学校⑵，仙台医療秘書福祉専門学校，
　　　　　　　仙台医療福祉専門学校，仙台ウェディング＆ブライダル専門学校⑵，仙台大原簿記情報公務員専門学校⑷，
　　　　　　　仙台こども専門学校⑷，仙台コミュニケーションアート専門学校⑵，仙台接骨医療専門学校，
　　　　　　　仙台総合ペット専門学校，仙台ビューティーアート専門学校，仙台ヘアメイク専門学校，
　　　　　　　仙台リゾート＆スポーツ専門学校，仙台リハビリテーション専門学校⑵，仙台理容美容専門学校⑵，
　　　　　　　東京ＩＴ会計専門学校，東京法律専門学校⑵，東北電子専門学校⑺，東北文化学園専門学校，
　　　　　　　ファッション文化専門学校 DOREME，専門学校舞台芸術学院，［東京商科・法科学院専門学校］，
　　　　　　　東京服飾専門学校，東放学園専門学校，宮城県立大崎高等技術専門校
⑤　公 務 員 （のべ合格）　宮城県職員（土木），自衛隊一般曹候補生⑵，自衛官候補生⑶，登米市行政職，栗原市土木職
　

【管内】伊藤ハムデイリー㈱，医療法人社団玄成会達内科，イワサキ通信工業㈱ :２，上田建設㈱，
　　　　㈱勝野製菓宮城，㈱クックガーデン :３，㈱栗っこライフサービス，㈱コマテック，㈱チューオー若柳工場
　　　　㈱モードクリハラ，㈱若柳タムラ製作所 :２，鴻池運輸㈱古川営業所，ジオマテック㈱，
　　　　社会福祉法人栗駒峰寿会，社会福祉法人千葉福祉会，仙北信用組合，筑波ダイカスト工業㈱ :２，
　　　　東北部品㈱ :２，ナブコ・トート㈱，野口建設㈱，ミヤマ東日本㈱ :３医療法人社団泉翔会介護老人保健施設藤の里

【県内】及川被服㈱ :２，㈱喜助，㈱耕伸，㈱登米村田製作所 :２，㈱フコク，㈱北光南方工場，
　　　　㈱松島センチュリーホテル，第一貨物㈱仙台東支店，トヨタ自動車東日本㈱ :２，トヨテツ東北㈱
　　　　㈲ダブルストーン，ワタキューセイモア㈱東北支店，ロードマスター　㈱ＥＮＥＯＳウイング東北支店

【県外】一関信用金庫，日本端子㈱花泉工場，山崎製パン㈱，山崎製パン㈱デイリーヤマザキ事業統括本部

１．概　　況

２．合格状況 ※［　］は就職進学

３．民間就職 （内定先）

３年次生　166名（男７０名　女９６名）　　　　　　  　　　　　　　　　平成30年2月20日現在

平成29年度　進路決定状況

進路指導部長
　佐　藤　　　彩

宮城県迫桜高等学校ＰＴＡ会報宮城県迫桜高等学校ＰＴＡ会報

　私たち３年４組は、担任小野寺定太先生と副担任渡辺武浩先生のもとで何事にも
一生懸命取り組み、団結力のあるクラスです。文化祭では、劇やダンス、全てをオ
リジナルで作り上げ、最高のパフォーマンスができました。運動会では、総合３位
という結果を残し、定太先生に念願の賞状を渡すことができました。一人一人の個
性と団結力が発揮され、とても濃い１年になりました。みんな、ありがとう。
　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　 　34人の生徒より

※穴注意
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　「ら
し
く
進
め
」

　み
な
さ
ん
、
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
と
過
ご
し
た
三
年
間
の
日
々
は
私
に

と
っ
て
も
宝
物
で
す
。
ぜ
ひ
、
前
向
き
に
、
計
画
的
に
、
時
に
冒
険
的
に
、
社
会
で
活
躍

し
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。
人
生
は
一
度
っ
き
り
。
お
互
い
に
「
ら
し
さ
」
を
忘
れ
ず
、
今

度
は
大
人
と
し
て
マ
タ
ア
イ
マ
シ
ョ
ウ
。

担
任

　小
野
寺

　定

　太

　赴
任
し
て
一
年
目
、
学
校
の
様
子
が
ま
っ
た
く
分
か
ら
な
い
私
で
し
た

が
、
三
年
四
組
の
皆
さ
ん
と
生
活
を
共
に
す
る
中
で
、
少
し
ず
つ
学
校
に

慣
れ
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
卒
業
後
も
人
と
の
出
会
い
を

大
切
に
し
な
が
ら
、一
度
限
り
の
人
生
を
力
強
く
歩
ん
で
い
っ
て
下
さ
い
。

副
担
任

　渡

　辺

　武

　浩

4組4組

　卒業おめでとうございます!
　クラスの名簿を見た瞬間から、このクラスは騒がしくて面白いクラ
スになると確信していました。たくさんの素敵な思い出をありがとう。
　この一年をともに過ごしてきたからこそ言い切りますが、みんなな
ら大丈夫‼これからもこっそり応援しています。がんばれー‼

担任　髙　橋　美沙紀

　「３年５組は永遠です。」
　卒業おめでとう‼　副担任として一年間過ごして来て、クラ
スのすばらしさに感激していました。様々な行事に全員が同じ
方向を向き頑張っている姿を見る見た時、３年５組のみんなの
将来は明るいと感じました。
　人間は一人では生きていけません。周囲と上手に付き合うこ
とによって自分の目標も達成すると思います。それには「感謝
の気持ち」を忘れず、向上心を持ち、また、心にゆとりを持っ
た生活をしてほしいと願っています。

副担任　畑　山　幸　敏

5組5組

　私たち３年５組は、何事にも全力で取り組み、元気いっぱ
いなクラスです!球技大会や運動会では、みんなが団結して
総合優勝することができました‼文化祭では、ステージ発表
と模擬店を大成功で終えることができました。１年間とても
楽しかったです。　
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特
集

③系列で学んだこと　④後輩へのメッセージ③系列で学んだこと　④後輩へのメッセージ①この系列を選んだ理由　②主に取得できる資格　

（10）平成30年３月１日発行（11） 平成30年３月１日発行

①
他
人
の
役
に
立
つ
仕
事
が
し
た
い
と
思
い
、

多
く
の
高
齢
者
の
力
に
な
れ
る
介
護
士
に

な
る
た
め
に
福
祉
系
列
を
選
択
し
ま
し
た
。

②
介
護
士
の
国
家
試
験
だ
け
で
な
く
、
介
護

職
員
初
任
研
修
、
日
本
赤
十
字
社
救
急
法

救
急
員
な
ど
の
資
格
も
取
得
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

③
福
祉
系
列
で
は
、
国
家
試
験
に
向
け
て
の

専
門
的
な
勉
強
や
施
設
実
習
を
通
し
て
学

び
ま
す
。
た
だ
、
専
門
的
な
知
識
や
技
術

を
得
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
人
と
の
関
わ

り
合
い
を
通
し
て
「
他
人
へ
の
思
い
や
り

の
心
」
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
福

祉
で
は
、
辛
い
こ
と
や
大
変
な
こ
と
が
多

か
っ
た
で
す
。
で
す
が
、
私
は
福
祉
を
選

ん
で
後
悔
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
福

祉
を
選
ば
な
け
れ
ば
、
自
分
自
身
と
向
き

合
う
こ
と
も
私
は
き
っ
と
避
け
て
い
た
と

思
い
ま
す
。
福
祉
は
、
人
と
人
の
心
が
触

れ
合
い
、
そ
し
て
時
に
ぶ
つ
か
り
合
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
擦
れ
違
い
、
傷
つ
く
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
心
が
通
じ
合
っ
た
時
の

喜
び
は
と
て
も
大
き
な
も
の
で
し
た
。
学

ん
だ
こ
と
は
、「
他
人
へ
の
思
い
や
り
」
だ

け
で
な
く
、
資
格
取
得
に
向
け
た
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
管
理
や
自
己
管
理
、
行
動
力
な
ど

今
後
の
生
活
で
も
役
に
立
つ
力
を
養
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

④
福
祉
系
列
で
は
、
国
家
資
格
が
取
得
で
き

る
の
が
一
番
の
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
。

　
部
活
も
本
格
的
に
な
り
多
忙
な
時
期
に
な

る
と
思
い
ま
す
が
、
後
で
後
悔
し
な
い
よ

う
に
常
に
何
を
一
番
大
事
に
す
る
か
を
考

え
て
生
活
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

①
私
は
将
来
、
看
護
師
に
な
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
看
護
学
校
受

験
に
必
要
な
科
目
が
揃
う
人
文
系
列
を
選

び
ま
し
た
。

②
主
に
取
得
で
き
る
資
格
は
、
漢
字
検
定
や

数
学
検
定
、英
語
検
定
で
す
。授
業
と
し
て
、

検
定
に
向
け
て
活
動
で
き
る
時
間
も
あ
り
、

受
験
な
ど
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
人
文
系
列
は
、
進
学
の
人
の
た
め
の
科
目

選
択
が
あ
る
の
で
、
自
分
が
進
み
た
い
進

路
に
向
け
て
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
就
職
や
公
務
員
に
も
対
応
し
て
い
ま

す
。
他
の
系
列
に
比
べ
て
、
科
目
数
が
多

い
の
で
と
て
も
大
変
で
す
が
、
授
業
で
教

え
て
く
だ
さ
る
先
生
方
と
関
わ
り
な
が
ら
、

楽
し
く
授
業
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。
私
は
看
護
学
校
受
験
の
た
め
に
必
要

な
科
目
を
選
択
し
、
三
年
間
目
標
を
持
ち

頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。
特
に
、国
語
、数
学
、

英
語
、
生
物
に
力
を
入
れ
て
取
り
組
み
、

そ
の
中
で
わ
か
ら
な
い
問
題
が
あ
る
と
き

に
は
、
自
分
で
時
間
を
作
っ
た
り
、
課
外

活
動
の
時
間
を
有
効
に
活
用
し
、
先
生
方

や
友
達
に
質
問
し
て
理
解
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

④
ど
の
系
列
を
選
択
し
て
も
、
先
生
方
が
し

　
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
る
の
で
、

一
人
一
人
が
し
っ
か
り
学
習
で
き
る
環
境

が
整
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
自
分
の

目
指
す
将
来
像
を
し
っ
か
り
持
ち
勉
強
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
基
礎
を
し
っ

か
り
身
に
付
け
、
勉
強
だ
け
で
な
く
、
部

活
動
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
私
は
、
将
来
農
業
関
連
の
仕
事
に
就
き
た

い
と
考
え
て
い
た
の
で
農
業
系
列
を
選
択

し
ま
し
た
。

②
農
業
系
列
で
は
、
ア
ー
ク
溶
接
特
別
教
育
、

ガ
ス
溶
接
技
能
講
習
、
農
業
技
術
検
定
、

毒
物
劇
物
取
扱
責
任
者
な
ど
が
取
得
で
き

ま
す
。

③
農
業
系
列
で
は
、
実
習
や
座
学
の
授
業
が

あ
り
農
業
に
つ
い
て
詳
し
く
学
び
ま
し
た
。

座
学
で
は
、
農
業
の
歴
史
や
食
品
の
製
造

方
法
、
野
菜
や
草
花
の
栽
培
方
法
や
原
産

国
な
ど
基
本
的
な
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　
　
実
習
で
は
、
座
学
で
学
ん
だ
こ
と
を
実

際
に
行
い
ま
す
。
米
作
り
で
は
、
田
植
え

や
稲
刈
り
な
ど
の
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

授
業
は
、
校
内
で
の
作
業
の
他
に
も
、
若

柳
金
成
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
で
の
草
花
の

定
植
、
く
り
こ
ま
高
原
駅
や
市
役
所
な
ど

に
草
花
の
プ
ラ
ン
タ
ー
を
設
置
し
た
り
も

し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
実
戦
的
な

こ
と
を
将
来
に
活
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。

農
業
に
つ
い
て
指
導
し
て
下
さ
っ
た
先
生

方
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

④
農
業
系
列
は
、
夏
の
ハ
ウ
ス
で
の
作
業
や

冬
の
寒
い
中
で
の
作
業
が
あ
り
大
変
だ
と

思
い
ま
す
が
、
楽
し
い
こ
と
も
あ
る
の
で

頑
張
っ
て
下
さ
い
。

①
私
は
、
高
校
入
学
当
初
か
ら
事
務
系
の
仕

事
に
就
き
た
い
と
考
え
て
お
り
、
将
来
の

た
め
に
沢
山
の
資
格
を
取
得
し
て
お
き
た

い
と
考
え
、
商
業
系
列
を
選
択
し
ま
し
た
。

②
商
業
系
列
で
は
主
に
簿
記
実
務
検
定
や
珠

算
・
電
卓
実
務
検
定
、
そ
の
他
に
も
情
報

処
理
検
定
な
ど
多
く
の
資
格
を
取
得
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
商
業
系
列
の
ほ
と
ん
ど
の
科
目
の
授
業
は
、

資
格
取
得
に
向
け
た
学
習
で
す
。
ま
た
、

様
々
な
科
目
が
あ
る
の
で
自
分
の
学
び
た

い
科
目
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

商
業
と
い
う
と
、
計
算
や
お
金
の
こ
と
を

想
像
し
難
し
い
よ
う
に
思
え
ま
す
が
、
基

本
を
し
っ
か
り
学
べ
ば
、
学
習
内
容
を
理

解
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
し
か
し
、
た

だ
授
業
を
受
け
て
い
れ
ば
簡
単
に
資
格
取

得
が
で
き
る
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
出
題
範
囲
が
広
く
、
覚
え
る
用
語
や

計
算
方
法
は
沢
山
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

分
か
ら
な
い
所
が
あ
れ
ば
先
生
に
聞
き
、

放
課
後
や
自
宅
で
の
学
習
で
時
間
を
有
効

活
用
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
資
格
取
得

し
た
際
に
は
嬉
し
さ
や
達
成
感
を
得
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。
こ
の
系
列
を
通
し
て
、

目
標
に
向
け
て
努
力
を
す
る
こ
と
の
大
切

さ
を
学
ぶ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
、
さ
ら
な
る
資
格
取
得
に
向
け
努
力

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

④
定
期
考
査
と
検
定
の
日
が
重
な
る
こ
と
が

多
く
、
ど
ち
ら
の
勉
強
も
両
立
さ
せ
る
の

は
難
し
い
で
す
が
、
本
当
に
多
く
の
資
格

に
挑
戦
出
来
る
の
で
、
就
職
や
進
学
の
時

に
と
て
も
役
に
立
ち
ま
す
。
ま
た
、
自
分

の
強
み
に
も
な
り
ま
す
。
商
業
系
列
で
の

学
習
は
、
将
来
何
か
の
役
に
立
て
る
こ
と

に
間
違
い
は
な
い
の
で
諦
め
る
こ
と
な
く
、

資
格
取
得
に
向
け
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
私
が
こ
の
系
列
を
選
ん
だ
理
由
は
、
将
来

製
造
業
に
就
き
た
い
と
思
い
、
自
動
車
・

機
械
系
列
で
基
本
的
な
事
を
学
び
た
い
と

思
い
選
択
し
ま
し
た
。

②
自
動
車
・
機
械
系
列
で
は
、
危
険
物
取
扱

者
資
格
、
ア
ー
ク
・
ガ
ス
溶
接
、
機
械
保
全
、

計
算
技
術
検
定
と
言
っ
た
資
格
を
取
得
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
私
た
ち
の
代
か
ら
授
業
体
制
が
変
わ
り
、

自
動
車
だ
け
で
な
く
機
械
に
つ
い
て
も
学

べ
る
よ
う
に
な
り
、
進
路
の
幅
を
広
げ
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
座
学
で
は
、

基
本
的
な
こ
と
を
中
心
に
学
び
、
実
習
で

は
、
旋
盤
、
溶
接
、
エ
ン
ジ
ン
分
解
・
組

み
立
て
な
ど
を
し
て
、
体
を
使
い
実
際
に

工
具
や
機
械
に
触
れ
な
が
ら
学
び
、
技
術

力
を
高
め
な
が
ら
勉
強
に
励
ん
で
き
ま
し

た
。
資
格
に
つ
い
て
は
、
自
分
で
勉
強
も

し
ま
す
が
、
ア
ー
ク
・
ガ
ス
溶
接
に
関
し

て
は
、
夏
期
休
業
中
に
講
師
の
先
生
が
授

業
を
し
て
く
だ
さ
り
、
試
験
と
同
様
に
し

　
っ
か
り
教
え
て
も
ら
え
ま
す
。

④
一
年
次
で
は
座
学
が
多
い
で
す
が
、
二
・

三
年
次
に
な
る
と
実
習
を
す
る
こ
と
が
多

く
な
り
、
ル
ー
ル
や
用
語
を
実
際
に
使
い

な
が
ら
覚
え
る
事
が
で
き
、
就
職
後
で
す

ぐ
に
役
立
つ
と
思
い
ま
す
。
今
年
度
末
で
、

閉
校
さ
れ
る
岩
ヶ
崎
高
校
の
鶯
沢
校
舎
か

ら
機
械
を
い
た
だ
き
、
数
や
種
類
が
多
く

な
る
の
で
、
こ
れ
ま
で
よ
り
実
戦
的
に
学

べ
る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
　
さ
ま
ざ
ま
な
機
械
を
使
い
新
し
い
実
習

が
増
え
、
有
意
義
に
学
ぶ
事
が
出
来
る
と

思
い
ま
す
。
将
来
自
分
が
ど
の
道
に
進
み

た
い
か
を
考
え
選
択
し
て
、
悔
い
の
残
ら

な
い
よ
う
に
勉
学
に
励
み
自
分
の
力
に
し

て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

①
私
が
こ
の
系
列
を
選
ん
だ
理
由
は
、
東
日

本
大
震
災
を
経
験
し
て
今
も
復
旧
し
て
い

な
い
地
域
が
あ
り
、
そ
の
地
域
の
復
旧
に

携
わ
り
た
い
と
思
い
土
木
系
列
を
選
択
し

ま
し
た
。

②
土
木
系
列
で
は
、
ア
ー
ク
溶
接
、
ガ
ス
溶

接
な
ど
の
資
格
や
測
量
士
補
や
土
木
施
工

管
理
技
士
と
い
っ
た
国
家
資
格
を
受
験
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
土
木
系
列
で
は
、
主
に
土
木
全
般
の
基
礎

知
識
か
ら
専
門
知
識
、
資
格
取
得
に
向
け

て
の
授
業
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
具

体
的
に
は
、
測
量
、
建
築
構
造
設
計
、
土

木
基
礎
力
学
、
土
学
施
工
、
土
木
製
図
の

座
学
だ
け
で
は
な
く
、
土
木
実
習
な
ど
の

授
業
で
も
現
場
経
験
豊
か
な
先
生
方
か
ら

分
り
や
す
く
教
え
て
も
ら
え
ま
す
。
具
体

的
に
ト
ー
タ
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
い
っ
た

器
具
で
測
量
を
し
た
り
し
ま
す
。
三
年
生

に
な
る
と
課
題
研
究
と
い
う
授
業
で
自
分

た
ち
で
物
を
作
る
こ
と
な
ど
楽
し
い
授
業

が
あ
り
ま
す
。
私
達
は
鉄
骨
を
切
っ
た
り

溶
接
し
た
り
し
て
イ
ス
を
作
り
ま
し
た
。

次
に
資
格
に
つ
い
て
で
す
。
資
格
の
勉
強

は
大
変
か
と
思
い
ま
す
が
、
授
業
で
も
勉

強
で
き
る
の
で
分
か
ら
な
い
時
は
す
ぐ
に

先
生
に
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

土
木
以
外
の
資
格
も
取
得
で
き
る
の
で
、

自
分
が
取
得
し
た
い
資
格
を
取
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

④
土
木
系
列
は
面
白
い
先
生
方
も
多
く
楽
し

く
分
り
や
す
い
授
業
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
、
た
く
さ
ん
の
専
門
知
識
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
土
木
系

列
で
学
ぶ
の
も
い
い
と
思
い
ま
す
が
、
後

か
ら
後
悔
し
な
い
よ
う
に
今
か
ら
自
分
の

学
び
た
い
こ
と
を
考
え
て
頑
張
っ
て
下
さ

い
。
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人
文
系
列

３
組
　
田
口
　
里
佳

商
業
系
列

２
組
　
佐
藤
　
瑠
那

自
動
車
系
列

５
組
　
丹
野
　
怜
哉

４
組
　
伊
藤
ひ
じ
り

福
祉
系
列

１
組
　
佐
藤
　
萌
香

農
業
系
列

２
組
　
高
橋
　
涼
介

土
木
系
列
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真っ白 !!

たくさん入れー

修学旅行修学旅行

運  動  会運  動  会

たくさん採れたかな？

優勝おめでとう!

うまく発表できました。

芸術鑑賞会♫

生徒総会　次の世代へ

進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス

　将
来
に
真
剣

避難消火訓練

灯り展

やさしいあかり

素
敵
な
音
色
で
し
た
♪

センター試験自己採点 実力はいかに…

選
択
書
道

　作
品
展

スクールライフスクールライフ

思い出の写真
あれこれ

思い出の写真
あれこれ

伝統の雛飾り

教室への感謝を込めて



新
任
者
あ
い
さ
つ

新
任
者
あ
い
さ
つ

　
私
は
こ
の
３
月
で
節
目
の
時
を
迎
え
ま
す
。
教
師
生
活
38

年
で
す
。
教
員
の
ス
タ
ー
ト
は
神
奈
川
県
の
横
浜
の
県
立
高

校
で
し
た
。
昭
和
50
年
代
後
半
で
学
級
・
学
校
崩
壊
が
社
会

問
題
化
し
て
き
た
頃
で
す
。
５
年
間
で
今
で
は
到
底
考
え
ら

れ
な
い
多
く
の
こ
と
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

の
後
、
宮
城
県
の
教
員
と
し
て
５
校
33
年
間
で
す
。

　
私
は
、
こ
の
38
年
間
の
教
員
生
活
で
心
が
け
て
き
た
こ
と

は
、
偉
そ
う
に
も
「
こ
の
学
校
や
生
徒
の
た
め
に
何
が
で
き

る
か
」
を
考
え
な
が
ら
過
ご
し
て
き
た
こ
と
で
す
。
特
に
、

部
活
動
に
お
い
て
は
、
特
別
な
思
い
と
魅
力
を
感
じ
て
い
た

の
で
何
よ
り
も
情
熱
を
持
っ
て
生
徒
と
と
も
に
取
り
組
ん
で

き
た
つ
も
り
で
す
。
関
わ
り
の
中
で
重
要
な
の
が
保
護
者
と

の
関
係
で
す
。
担
任
や
顧
問
の
よ
う
な
身
近
な
関
わ
り
は
も

ち
ろ
ん
、
学
校
と
し
て
の
成
長
に
は
太
い
繋
が
り
と
強
い
信

頼
関
係
の
も
と
で
の
理
解
と
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。
「
生
徒
の
健
全
な
る
育
成
に
は
地
域
・
学
校
・

保
護
者
の
連
携
が
大
切
で
あ
る
」
い
う
こ
と
は
、
今
更
言
う

ま
で
も
な
い
こ
と
で
す
が
、
実
感
し
て
い
ま
す
。

  

こ
の
連
携
と
い
う
点
で
考
え
れ
ば
、
迫
桜
高
校
は
す
ば
ら

し
い
と
思
い
ま
す
。
地
域
か
ら
は
叱
咤
激
励
の
お
話
を
頂
く

こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。
こ
れ
も
地
域
か
ら
見
守
ら
れ
て
い

る
証
で
感
謝
で
す
。
ま
た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
お
い
て
は
、
役
員
さ

ん
が
積
極
的
に
活
動
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。
私
は
２
年
間
総

務
部
で
係
わ
ら
せ
て
も
ら
い
、
こ
れ
も
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
も
迫
桜
高
校
の
特
色
で
あ
り
伝
統
な
の
だ
と
私
は
思
っ

て
い
ま
す
。
欲
を
言
え
ば
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
が
多
く
の
会
員

（
保
護
者
）
に
浸
透
し
て
い
く
こ
と
で
学
校
理
解
や
信
頼
に

繋
が
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。  

　
こ
れ
か
ら
も
、
地
域
に
根
ざ
し
た
・
Ｐ
＝
Ｔ
の
信
頼
と
連

携
あ
る
Ａ
の
迫
桜
高
校
で
あ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
「
我
々
は
ミ
カ
ン
や
機
械
を
作
っ
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
ん
で

す
。
我
々
は
毎
日
、
人
間
を
作
っ
て
る
ん
で
す
。
人
間
の
触

れ
合
い
の
中
で
我
々
は
生
き
て
る
ん
で
す
。」

　
こ
れ
は
日
本
の
学
園
ド
ラ
マ
の
金
字
塔
と
称
さ
れ
た
作
品

で
あ
る
『
３
年
Ｂ
組
金
八
先
生
』
か
ら
の
言
葉
で
す
。
教
員

な
り
た
て
の
頃
は
、
全
国
的
に
不
登
校
や
校
内
暴
力
を
は
じ

め
と
し
て
教
育
の
問
題
に
は
事
欠
か
な
く
、
そ
し
て
理
想
の

教
師
像
に
こ
の
主
人
公
金
八
先
生
が
よ
く
引
き
合
い
に
出
さ

れ
た
も
の
で
し
た
。
私
も
ド
ラ
マ
を
見
て
、
そ
の
度
に
感
化

さ
れ
金
八
先
生
こ
そ
が
己
が
指
針
、
自
分
の
教
育
の
中
に
活

か
そ
う
と
試
み
た
り
、
あ
る
い
は
そ
れ
が
た
め
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

を
感
じ
た
り
し
て
き
た
も
の
で
し
た
。

  

振
り
返
れ
ば
都
立
高
校
を
皮
切
り
に
、
そ
の
後
本
県
に
戻

り
本
校
勤
務
の
今
日
に
至
る
ま
で
、
陰
の
御
恩
師
金
八
先
生

と
そ
の
時
そ
の
時
の
所
属
校
の
多
く
の
関
係
職
員
の
方
々
や

保
護
者
・
生
徒
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
て
教
員
生
活
を
続
け
て

参
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
本
校
を
定
年
退
職
す
る
に
際
し
、
先
の
こ
の
ド
ラ

マ
史
に
残
る
我
が
金
八
先
生
の
名
台
詞
を
、
本
校
在
職
中
諸

先
生
方
の
毎
日
の
教
育
実
践
に
お
い
て
身
近
に
見
い
だ
し
実

感
で
き
た
こ
と
。
ま
た
、
人
生
の
中
で
最
も
多
感
な
時
期
を

過
ご
す
生
徒
諸
君
と
同
じ
時
間
を
共
有
で
き
た
こ
の
二
つ
の

こ
と
は
、
私
の
教
育
人
生
に
と
っ
て
大
き
な
喜
び
で
し
た
。

改
め
て
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
こ
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
か
ら
早
く
も
年
月
が
経
ち
、
今
年

度
で
一
旦
退
職
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
皆
様
方
に
は
大

変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
こ
と
を
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
30
余
年
の
教
員
生
活
は
多
く
の
失
敗
と
そ
れ
に
割
の

合
わ
な
い
僅
か
な
成
功
の
日
々
で
し
た
。
多
く
の
方
々
に
迷

惑
と
ご
辛
抱
を
か
け
て
き
ま
し
た
。
最
近
も
業
務
が
思
う
よ

う
に
行
か
ず
、
混
沌
か
つ
悶
々
と
し
て
い
る
毎
日
が
続
い
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
と
り
あ
え
ず
一
区
切
り
。
で
き
な
か
っ

た
事
は
自
ら
の
力
不
足
を
認
め
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ス
ー
パ
ー
テ
ィ
チ
ャ
ー
を
目
指
し
て
こ
こ
ま
で
き
た
も
の

の
、
最
初
の
ス
の
字
は
と
う
と
う
足
り
な
い
ま
ま
で
終
わ
る

こ
と
が
確
実
な
情
勢
。
こ
ん
な
人
間
だ
か
ら
、
も
う
少
し
働

か
な
い
こ
と
に
は
元
が
と
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
四
月
か

ら
は
ま
た
お
世
話
に
な
り
ま
す
。
そ
の
節
は
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
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新
人
大
会

卓
球
部
男
子

学
校
対
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準
優
勝

ダ
ブ
ル
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優
　
勝
　
佐
々
木
雄
大
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佐
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永
遠

シ
ン
グ
ル
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雄
大
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永
遠

卓
球
部
女
子

学
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和
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３
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岡
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和
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３
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松
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バ
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ボ
ー
ル
部
男
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位

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
女
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四
位

ソ
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支
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人
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会
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葉
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ペ
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柔
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部
男
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体
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千
葉
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０
０
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０
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０
０
Ｍ
　
　
第
三
位
　
菅
原
　
　
宙

　
１
５
０
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０
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菅
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冴
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走
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跳
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準
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佐
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走
り
幅
跳
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準
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菅
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花

　
や
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優
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菅
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優
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サ
ッ
カ
ー
部

　
予
選
敗
退

県
新
人
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会

卓
球
部
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子

学
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対
抗
　
第
三
位

ダ
ブ
ル
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優
　
勝
　
千
田
紗
璃
亜
・
佐
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和
花

シ
ン
グ
ル
ス

　
ベ
ス
ト
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千
田
紗
璃
亜

　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
和
花

陸
上
部

（
男
子
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３
０
０
０
Ｍ
障
害

　
　
　
　
　
　
　
第
四
位
　
奈
須
野
紘
季

　
三
段
跳
び
　
　
第
四
位
　
菅
原
　
拓
斗

　
や
り
投
げ
　
　
優
　
勝
　
佐
々
木
　
歩

水
泳
部

（
男
子
）

　
２
０
０
Ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
　

　
　
　
　
　
　
　
優
　
勝
　
佐
々
木
侑
汰

　
１
０
０
Ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
　

　
　
　
　
　
　
　
第
四
位
　
佐
々
木
侑
汰

東
北
大
会

陸
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部
（
男
子
）

　
や
り
投
げ
　
　
優
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泳
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２
０
０
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会
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戦
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桜
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－
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利
府

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
女
子
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バ
レ
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ボ
ー
ル
選
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会

一
次
予
選
　
１
回
戦

　
迫
桜
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－

０
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全
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第
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第
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）

第
３
部

－

Ａ
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）
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賞

第
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中
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高
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萌
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千
葉
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劇
部
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県
高
等
学
校
演
劇
コ
ン
ク
ー
ル

北
部
地
区
大
会

　
優
良
賞

理
工
部

県
高
校
理
科
研
究
発
表
会

　
優
秀
賞
「
透
明
骨
格
標
本
を
用
い
た

　
　
　
　
　
有
尾
目
と
無
尾
目
の
比
較
」

　
　
　
　
　
千
葉
　
敦
也

　
　
　
　
　
菅
原
　
和
樹

　
　
　
　
　
小
野
寺
航
大

　
優
秀
賞
「
花
び
ら
の
色
素
分
離
」

　
　
　
　
　
佐
々
木
美
夢

　
　
　
　
　
阿
部
　
竜
大

　
　
　
　
　
江
崎
雄
一
郎

　
　
　
　
　
千
葉
　
聖
成

写
真
部

第
24
回
宮
城
県
高
校
写
真
展
　

　
銀
　
賞
「
地
上
の
空
」

　
　
　
　
　
石
川
　
舞
雪

　
　
（
平
成
30
年
全
国
総
文
祭
　
派
遣
）

ニ
ッ
コ
ー
ル
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
　

　
入
　
選
「
瞬
間
」

　
　
　
　
　
大
山
　
莉
子

高
校
生
の
「
税
」
の
写
真
展
　

　
金
　
賞
「
日
常
で
の
支
え
」

　
　
　
　
　
大
山
　
莉
子

書
道
部

県
高
校
書
道
展
覧
会
　

漢
字
　

　
推
　
選
　
曽
根
　
麻
由

　
特
　
選
　
五
十
嵐
南
友

　
　
　
　
　
髙
橋
　
千
紘

　
　
　
　
　
佐
藤
　
怜
華

　
金
　
賞
　
佐
藤
　
亜
海

　
　
　
　
　
中
村
　
瑞
生

　
入
　
選
　
千
葉
明
日
香

　
　
　
　
　
小
野
寺
桃
香

仮
名
交
じ
り
の
書
　

　
推
　
選
　
小
野
寺
柊
佳

　
金
　
賞
　
佐
藤
　
朱
莉

努
力
を
た
た
え
て

努
力
を
た
た
え
て

退
職
者
あ
い
さ
つ

退
職
者
あ
い
さ
つ

　
今
年
度
新
採
用
で
迫
桜
高
等
学
校
に
赴
任
致
し
ま
し
た
、
加
藤
幸
禎
と
申
し

ま
す
。
出
身
は
宮
城
県
石
巻
市
で
す
。
教
科
は
商
業
で
す
。
教
員
を
志
す
き
っ

か
け
は
、
高
等
学
校
時
代
に
商
業
科
目
が
得
意
な
こ
と
に
加
え
て
、
友
人
と
一

緒
に
勉
強
し
て
い
る
時
「
分
か
り
や
す
い
、
あ
り
が
と
う
。
」
と
い
う
言
葉
を

も
ら
っ
た
こ
と
で
す
。
私
は
、
得
意
な
商
業
科
の
教
員
を
目
標
に
大
学
進
学
後
、

講
師
経
験
を
積
み
今
年
度
か
ら
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
師
経
験
か
ら
学
校
現
場
の
こ
と
を
あ
る
程
度
理
解
し
て
い
る
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
実
際
に
授
業
を
行
っ
て
み
る
と
、
思
い
描
い
て
い
た
内
容

を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ず
に
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
失
敗
と
反
省
を
、
他
の

先
生
に
ご
指
導
い
た
だ
き
な
が
ら
、
授
業
の
教
材
研
究
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

生
徒
の
授
業
中
の
頷
き
や
「
な
る
ほ
ど
、
分
か
っ
た
」
の
言
葉
を
も
っ
と
聞
け

る
よ
う
に
、
私
も
学
習
し
て
教
材
研
究
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
赴
任
し
て
１
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
着
任
式
が
昨
日
の
よ
う
に
思

え
る
ほ
ど
短
く
感
じ
る
１
年
で
し
た
。
迫
桜
高
等
学
校
の
教
員
と
し
て
生
徒
と

と
も
に
、
様
々
な
経
験
を
積
む
こ
と
で
成
長
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
楽
し
い
時

間
は
早
く
過
ぎ
る
と
実
感
し
ま
し
た
。
生
徒
達
の
人
生
に
と
っ
て
高
校
生
活
の

３
年
間
は
、
と
て
も
短
く
そ
し
て
、
多
く
の
影
響
を
与
え
る
も
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。
私
は
、
こ
の
大
切
な
３
年
間
を
生
徒
と
と
も
に
、
時
に
は
導
き
、
時
に

は
教
え
ら
れ
な
が
ら
、
成
長
し
て
い
け
る
教
員
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　　
昨
年
四
月
よ
り
新
し
く
教
員
と
し
て
赴
任
し
た
佐
藤
美
紗
希
と
申
し
ま
す
。

大
学
を
卒
業
し
た
ば
か
り
の
右
も
左
も
わ
か
ら
な
い
私
を
い
つ
も
指
導
し
て
く

だ
さ
る
先
生
方
、
そ
し
て
明
る
い
笑
顔
で
接
し
て
く
れ
る
迫
桜
高
校
の
生
徒
た

ち
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
無
事
に
教
員
生
活
１
年
目
を
終
え
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。

　
学
生
時
代
は
留
学
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
自
分
の
興
味
の
あ
る
こ
と
に
積
極
的

に
参
加
し
、
充
実
し
た
毎
日
を
送
っ
て
い
た
つ
も
り
で
し
た
。
し
か
し
、
教
員

と
し
て
働
き
始
め
る
と
も
っ
と
学
ん
で
お
け
ば
良
か
っ
た
、
や
っ
て
お
け
ば
良

か
っ
た
と
思
う
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。
人
生
は
一
回
し
か
な
い
の
で
す
か
ら
、

生
徒
の
皆
さ
ん
に
は
、
今
の
生
活
に
満
足
せ
ず
視
野
を
広
く
持
っ
て
生
活
し
、

様
々
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
教
員
の
仕
事
は
、
相
手
も
自
分
も
日
々
変
化
し
続
け
て
い
ま
す
の
で
、
何
が

正
解
か
わ
か
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
生
徒
た
ち
に
幸
せ
で
あ
っ

て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
至
ら
な
い
と
こ
ろ
も
ご
ざ
い
ま
す

が
、
こ
れ
か
ら
も
生
徒
と
共
に
日
々
成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

「
定
年
退
職
を
迎
え
て
」

教 

諭
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谷

　
　潔

「
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
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実
が
大
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」
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諭
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野
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樹

「
振
り
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れ
ば
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教 

諭

　小
野
寺
永
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「
宮
城
県
迫
桜
高
等
学
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に
赴
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し
て
」

教 

諭 

加
藤

　幸
禎

「
１
年
目
を
終
え
て
願
う
こ
と
」

教 

諭 

佐
藤
美
紗
希

全
国
総
合
学
科
卒
業
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績
優
秀
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本
村
　
亜
美

迫
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賞

　小
野
寺
　
楓

　

功
労
賞

　岩
嶋
　
一
馬
　
　
髙
橋
　
結
奈

　
　
　
　
小
野
寺
　
楓
　
　
佐
藤
　
　
穏

功
績
賞

　佐
々
木
　
歩
　
　
奈
須
野
紘
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拓
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佐
々
木
侑
汰

　
　
　
　
三
浦
　
直
也
　
　
石
川
　
舞
雪

　
　
　
　
大
山
　
莉
子
　
　
岩
渕
　
智
美

　
　
　
　
氏
家
　
梨
沙
　
　
小
野
寺
愛
美

　
　
　
　
松
岡
　
美
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佐
藤
　
和
花
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紗
璃
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岩
松
　
穂
香

　
　
　
　
小
野
寺
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田
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里
佳
　
　
岩
渕
な
ご
み
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藤
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一
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聖
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大
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４
月
９
日（
月
）
新
任
式
・
始
業
式
・
入
学
式

　
　
11
日（
水
）〜
12
日（
木
）

　
　
　
　
　
　
　

１
年
次
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　
13
日（
金
）
対
面
式
・
部
紹
介
・
避
難
集
合
訓
練

　
　
22
日（
日
）　
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
・
科
目
選
択
説
明
会

　
　
23
日（
月
）　
振
替
休
業
日
（
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
）

　
　
27
日（
金
）　
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
報
告
会

５
月
12
日（
土
）〜
13
日（
日
）
支
部
総
体

　
　
14
日（
月
）　
振
替
休
業
日
（
支
部
総
体
）

　
　
15
日（
火
）〜
28
日（
月
）
面
談
週
間

６
月
１
日（
金
）
衣
替
え

　
　
２
日（
土
）〜
４
日（
月
）
県
総
体

　
　
５
日（
火
）
振
替
休
業
日
（
県
総
体
）

　
　
８
日（
金
）　
防
災
避
難
訓
練

　
　
15
日（
金
）〜
20
日（
水
）
前
期
中
間
考
査

　
　
23
日（
土
）〜
24
日（
日
）
支
部
総
合
文
化
祭

７
月
13
日（
金
）
球
技
大
会

　
　
23
日（
月
）
全
校
集
会

　
　
24
日（
火
）〜
８
月
20
日（
月
）
夏
季
休
業

　
　
29
日（
日
）
学
校
説
明
会

　
　
30
日（
月
）
振
替
休
日
（
学
校
説
明
会
）

８
月
４
日（
土
）
同
窓
会
総
会

　
　
21
日（
火
）
全
校
集
会

　
　
31
日（
金
）
迫
桜
祭
校
内
発
表

９
月
１
日（
土
）
迫
桜
祭
一
般
公
開

９
月
３
日（
月
）
振
替
休
業
日
（
迫
桜
祭
）

　
　
25
日（
火
）〜
28
日（
金
）
前
期
末
考
査

　
　
28
日（
金
）
前
期
終
業

　
い
つ
も
会
報
を
ご
愛
読
い
た
だ

き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
会
報
発
行
に
あ
た
り
、
寄
稿

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
は

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
も
迫
桜
生
の
素
晴
ら
し
い

活
躍
や
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
様
子
、

多
方
面
か
ら
支
え
て
下
さ
い
ま
す

地
域
の
皆
様
方
の
声
を
会
報
を
通

じ
お
届
け
し
て
参
り
ま
す
の
で
、

今
ま
で
同
様
広
報
委
員
会
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
次
第
に
寒
さ
も
和
ら
い
で
く
る

こ
の
頃
で
す
が
、
ご
自
愛
の
ほ
ど

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
広
報
委
員
会
一
同

宮城県迫桜高等学校ＰＴＡ会報宮城県迫桜高等学校ＰＴＡ会報

　私は、昨年１１月に行われた「全日
本中国語スピーチコンテスト」に参加
してきました。このコンテストに参加
した理由は、学校の授業で学んだこと
がどのくらい通用して、自分の実力が
どの程度なのかを試してみたいと考え
たからです。
　中国語の授業は普段から話すことを中心として、発音や声調
記号に気を付けるようにと、先生から指導を受けています。一
人ずつ文章を読み上げ、アクセント等の間違いを訂正してもら
い、正しい発音に近づけられるように練習を繰り返しています。
さらに、先生の音声を録音させてもらい、それをもとに何度も
繰り返し個人練習をしました。このような練習を行っていたか
らこそ、コンテスト当日には発音や抑揚を意識しながら発表す
ることができました。その結果、高校生朗読の部で第２位とい
う成績を残すことができました。私が参加した朗読部門には質
疑応答はありませんでしたが、スピーチ部門の発表を行った
方々は、審査員からの中国語での質問にスムーズに答えていま
した。その様子を見ていて、私も中国語で自分自身の考えを述
べたり、質問に答えたりをしたいと思いました。
　今回のコンテストでは惜しくも１位を逃してしまいましたが、
今後は高校で学んできた中国語を大学でも継続して学びたいと
考えています。このスピーチコンテストは大学生の部もあるの
で、まずはそれを目標にコツコツと勉強をし、最終的には日常
会話がスムーズにできるように頑張りたいと思います。
　最後になりますが、迫桜には中国語がカリキュラムにあるの
で、この機会をぜひ利用して中国語を積極的に学んでみてくだ
　さい。

編
集
後
記

編
集
後
記

10月7日 運動会

　今年度、私は東北高等学校新人陸上競技選
手権大会男子やり投げの宮城県代表として参
加しました。
　初めての出場だったのですが、県新人を大
会新記録で優勝することができたため、リラ
ックスして臨むことができました。昨年度は
あと一歩及ばず東北大会への出場ができませ
んでした。その悔しさをバネに、より深くや
り投げに関わるようになりました。トップレ
ベルの選手が出ている試合を見に行き、積極
的にアドバイスを頂いたり、体重増加に伴う
筋肉トレーニングをはじめ、以前よりも沢山
のメニューに取り組むようになりました。県
大会での大会新記録での優勝は、それまでの
トレーニングの成果が結果に出たと感じ、自
信につながりました。そのおかげで東北新人
では、緊張感や雰囲気に負けず、６投ある中
の４投目の記録で優勝することができました。
　これから行なわれるインターハイ、国体、
ユー20選手権へ参加し、上位入賞すること、
また、卒業までに宮城県高校記録の 68ｍを
超えることが今の目標です。この目標も達成
てせきるように、日々のトレーニングに励み
たいと思います。
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高校生朗読の部第２位
３の２　菅原このみ
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